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この資料は、以下の製品について記述したものです。 

固定資産奉行 i10/ 償却奉行 i10/ i8/ i 

 

 

 

 

本資料では、会社の実態にあわせるために、償却方法の変更手順をご案内します。 

ここでは、償却方法を「定率法」から「定額法」に変更する手順を例に記載します。 

 
※本手順書の画面イメージは『固定資産奉行 i10』のものです。 
画面イメージはご利用の製品、バージョンにより異なる場合があります。 

 

 

 

 

 

・複数の資産の償却方法を一括で変更する方法 

・償却方法を個別に変更する方法 

・償却方法変更後の影響額を確認する方法 

 

 

操作の詳細につきましては、該当のページをご参照ください。 

償却方法の変更手順について 

内 容 
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① [資産管理]- [償却方法変更]メニューを選択します。 

② [基本条件]ページで、変更後の償却方法などの情報を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

償却方法 

変更後の償却方法で「新／旧定額法」を選択します。 

また、「償却期間から経過期間を控除する」にチェックをつけます 

※途中から償却方法を変更し、またこれまでの経過年数を加味した残りの期間で償却するためです。 

 

変更対象-償却方法 

定率法の償却方法（200%定率法、250%定率法、旧定率法）を選択します。 

 

③ 必要に応じて、[詳細条件]ページや[付箋]ページで資産を絞り込みます。 

④ [画面]ボタンをクリックします。 

⑤ 結果画面の資産を確認して、問題がなければ、F2[実行]ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の資産の償却方法を一括で変更する方法 

②-1 

②-2 

[償却方法変更]メニューでは、今期 
の会計期首日付での変更のみ対応 
しています。 
前期以前の日付で償却方法を登録 
する場合は、P4「償却方法を個別に 
変更する方法」をご参照ください。 

参 考 



 ３ 

 

⑥ [バックアップ確認]画面で、[はい]ボタンをクリックして、バックアップをお取りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ [実行確認]画面で、[OK]ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 実行結果を確認します。 

●正常に実行できた場合 

以下のメッセージが表示されますので、[OK]ボタンをクリックします。 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

●実行できなかった資産がある場合 

[未処理データ一覧]画面が表示されますので、記載されている情報をもとに対処をします。 

※[印刷]ボタンや[プレビュー]ボタンをクリックすると、対象の資産と理由が一覧で確認できます。 
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① [随時処理]-[バックアップ]メニューを選択して、バックアップを取得します。 

② [資産管理]-[資産登録]-[資産登録]メニューを選択します。 

③ [償却方法変更]ページを開き、償却方法の変更情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    変更日付 

償却方法を変更する日付を入力します。 

 

    変更後償却方法 

    チェックを付けて、「1：新定額法」または「3：旧定額法」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ F12[登録]ボタンを押して、登録します。 

償却方法を個別に変更する方法 

③-2 

③-1 
当期の変更の場合は、会計期首日付を入力 
してください。 
なお前期以前の日付も入力することもできます。 
ことがきます。 

参 考 

償却方法変更後の償却額の計算式については、[償却方法変更]ページを開いた状態で、 
F1[操作説明]ボタンを押して、「変更後償却方法」の「参考」内のリンクをご参照ください。 

参 考 

「1：新定額法」または「3：旧定額法」を入力すると、以下のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
[控除する]ボタンをクリックすると、変更後償却期間に残り期間と、変更理由が 
以下のように設定されます。 

参 考 
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① 以下の手順で、「償却方法変更前のデータ領域」を作成します。 

         [データ領域管理]-[バックアップ／復元]-[バックアップ復元]メニューを選択します。 

         償却方法変更前のバックアップデータを復元します。 

         [導入処理]-[会社情報登録]メニューを選択します。 

         会社名を変更します。 

         例）OBC商事株式会社（償却方法変更前） 

 

② 以下の２つのデータ領域で、それぞれで「固定資産台帳」などを出力して、金額を比較します。 

・償却方法変更後のデータ領域 

・償却方法変更前のデータ領域 

 

 

以上 

償却方法変更後の影響額を確認する方法 

①-1 
①-2 

①-3 

①-4 


